
９ 外国語 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語演習 ２ 第３学年 副教材：Watching World 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語演習の授業は、幅広いテーマの英文理解を通じて、読解力、文法力、語彙力を始め、インプットからアウトプットを意識し

た「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力を身につける授業です。そのため、インプット（聞い

たり読んだり）したことを基に情報や考えなどについてアウトプット（話したり書いたり）する言語活動を多く行います。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。また相手にきちんと伝えるためのファーストステップであるため、授

業では重視します。 

・言語活動の到達目標として、「音読・暗唱」「リスニング」内容に関する「即興の会話」などの実技テストを実施します。常に

「英語を使う」ということを意識して積極的に活動に参加しましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「英語演習」（２単位） 

主な教材：上記科目の教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

自分の意図や伝えたい

ことを既習の表現を使

って２文以上で述べる

ことができる。 

例えば天候・時間・値

段など日常に必要な事

柄などについて聞いた

り、答えたりすること

ができる。 

★インタビュ

ーテスト 

★暗唱テスト 

身近な話題について、基礎

的な表現を用いて複数の文

を書くことができる。 

★ライティン

グテスト 

★定期考査 

既習の表現でゆっくり話

された内容（時間、物の

値段等）の日常的な事柄

が理解でき、リピートす

ることができる。 

★ディクテー

ション 

 

既習の語や表現を

使って書かれた短

い物語・メール・

招待状などを読み

理解できる事。英

語の内容を理解し

音読することがで

きる。 

★音読テスト 

★暗唱テスト 

★定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

常に「英語を使う」ということ

を意識した言語活動を通じ

て、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語の運用のための知識を身

に付けているとともに、グロ

ーバル化が進む世界の共通語

としての英語の非母語話者と

して、英語の背景にある文化

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

２学期 
・文法確
認 
・練習問
題 
 筆記 
・リスニ
ン   
 グ 
 

 

( 27 時間) 

6. Ramadan 

7. Kenya, 

Leading 

Mobile 

Money 

Country 

8. Onion Domes 

of Russian 

Churches 

Feature: 

Talking about 

Japan 

9. British 

Boarding 

Schoolds 

10. Land of 

Fire and 

Ice 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら内容につ

いての感想や意見

簡単な英文を用い

て述べる。 

・ペアで音読・暗唱をす

る。 

・内容に対する感想や意

見について話すための

キーワードをワークシ

ートにメモし、それを

参考にしながらペアで

伝え合う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら内容の音

読・暗唱を始め、

その内容について

の感想や意見を述

べようとしてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

 

「外国語表現の能力」 

・学習した文法事項

を用いてオリジナ

ルの英文を作る。 

・作った英文を相手

に伝わるように音

読や暗唱をする。 

・読んだ内容に基づ

き、自分の感想や

意見を簡単な英文

を用いて述べる。 

 

・文法事項の学習後に、

オリジナルの英文を作

る。 

・ペアで相手に伝わるよ

うに音読や暗唱をす

る。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の感想や意見

を述べる。 

・学習した文法事項を

用いてオリジナルの

英文を作ることがで

きる。 

・内容を相手に伝わる

ように音読や暗唱を

することができる。 

・読んだ内容に基づ

き、自分の感想や意

見を簡単な英文で述

べることができる。 

・授業時間を利用し

て内容の音読・暗

唱テストを実施す

る。 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

１学期 
・文法確
認 

・練習問
題 
筆記 

・リスニ
ング 

 
( 27 時間) 

1. Food Culture 
in China 

2. Multiethinic 
Singapore 

3. Unique 
Australian 
English 

4. the Ganges 
Feature: Travel 
English 
5. Turkish 

Cuisine 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら本文の音読・暗

唱を始め、その内容

についての感想や意

見を述べる。 

・ペアで音読・暗唱を

する。 

・本文の内容に対する

感想や意見について

話すためのキーワー

ドをワークシートに

メモし、それを参考

にしながらペアで伝

え合う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら本文の音

読・暗唱を始め、

その内容について

の感想や意見を述

べようとしてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・学習した文法事項を

用いてオリジナルの

英文を作る。 

・本文を相手に伝わる

ように音読や暗唱を

行う。 

・読んだ内容に基づ

き、自分の感想や意

見を述べる。 

・文法事項の学習後

に、単語を変えるな

ど、コミュニケーシ

ョンを想定してオリ

ジナルの英文を作

る。 

・ペアで相手に伝わる

ように音読や暗唱を

する。 

・ペアで、メモに基づ

いて、自分の感想や

意見を述べる。 

・学習した文法事項

を用いてオリジナ

ルの英文を作るこ

とができる。 

・本文を相手に伝わ

るように音読や暗

唱をすることがで

きる。 

・読んだ内容に基づ

き、自分の感想や

意見を述べること

ができる。 

・授業時間を利用

し、本文の音読・

暗唱テストを実施

する。 

 

「外国語理解の能力」 

・本文の内容を理解す

る。 

・その英文を音声で聞

きとる。 

・分からない語句に遭

遇しても、前後関係

から推測しながら内

容理解をする。 

・ディクテーション

として本文の一部

を書き取る。 

・本文の内容を理解

することができ

る。 

・その英文を音声で

聞き取っている。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・文法チェック①～⑤

とその使い方を理解

する。 

・自分の感想や意見を

伝える表現（I 

think ～、Because 

～、That’s why ～

など）の使い方を理

解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確

認する。 

・文法チェック①～

⑤とその使い方を

理解している。 

・自分の感想や意見

を伝える表現（I 

think ～、

Because ～、

That’s why ～な

ど）の使い方を理

解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 



「外国語理解の能力」 

・本文の内容を理解

す 

る。 

・その英文を音声で

聞きとる。 

・分からない語句に遭遇

しても、前後関係から

推測しながら内容理解

をする。 

・ディクテーション

として本文の一部

を書き取る。 

・本文の内容を理解

することができ

る。 

・その英文を音声で

聞き取ることがで

きる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文読解及び英文

の構成を理解す

る。 

・長文中のキーワー

ドが何であるのか

を理解する。        

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・長文読解をし、英

文の構成を理解し

ている。 

・長文中のキーワー

ドが何であるのか

を理解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

３学期 
・文法確
認 

・練習問
題 

筆記 
・リスニ
ング 

 ( 16 

時間) 

11. Japanese 

Immigrants  

to Brazil 

12. Day of the 

Dead 

13. The U.S.A 

and Its 

States 

Feature: Links 

between Japan 

and Other 

Countries 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら内容についての

感想や意見簡単な英

文を用いて述べる 

・ペアで音読・暗唱をす

る。 

・内容に対する感想や意

見について話すための

キーワードをワークシ

ートにメモし、それを

参考にしながらペアで

伝え合う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら内容の音

読・暗唱を始め、

その内容について

の感想や意見を述

べようとしてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・学習した文法事項を

用いてオリジナルの英

文を作る。 

・作った英文を相手に

伝わるように音読や暗

唱をする。 

・読んだ内容に基づ

き、自分の感想や意見

を簡単な英文を用いて

述べる。 

・文法事項の学習後に、

オリジナルの英文を作

る。 

・ペアで相手に伝わるよ

うに音読や暗唱をす

る。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の感想や意見

を述べる。 

・学習した文法事項

を用いてオリジナ

ルの英文を作るこ

とができる。 

・内容を相手に伝わ

るように音読や暗

唱をすることがで

きる。 

・読んだ内容に基づ

き、自分の感想や

意見を簡単な英文

で述べることがで

きる。 

・授業時間を利用し

て内容の音読・暗

唱テストを実施す

る。 

 

 

「外国語理解の能力」 

・本文の内容を理解す

る。 

・その英文を音声で聞

きとる。 

・分からない語句に遭遇

しても、前後関係から

推測しながら内容理解

をする。 

・ディクテーション

として本文の一部

を書き取る。 

・本文の内容を理解

することができる。 

・その英文を音声で

聞き取っている。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・文法チェック⑪～⑭

とその使い方を理解す

る。 

・自分の意見を伝える

表現を理解してい

る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・文法チェック⑪～

⑭とその使い方を

理解している。 

・自分の意見を伝え

る表現を理解して

いる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 


